
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
と

　

新
潟
三
越
撤
退
後
の
古
町
・
本
町
地
区

古
泉　

幸
一（

翔
政
会
）

 　
　

市
長
は
平
成
31
年
２
月
議
会
に
お

い
て
、
切
迫
し
た
本
市
の
財
政
基
盤
の

立
て
直
し
の
た
め
に
、
今
後
３
年
間
の

財
政
に
特
化
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

本
年
度
半
ば
ご
ろ
を
め
ど
に
策
定
す
る

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

約
１
０
０
０
の
事
務
事
業
を
対
象

に
休
廃
止
も
含
め
た
洗
い
出
し
や
優
先

度
の
見
極
め
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設

の
種
類
ご
と
の
配
置
方
針
の
策
定
に
向

け
て
組
織
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 　
　

本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
古

町
・
本
町
地
区
で
は
空
き
店
舗
が
急
増

し
、
来
年
３
月
に
は
新
潟
三
越
の
撤
退

が
決
ま
っ
て
い
る
。
撤
退
後
の
古
町
・

本
町
地
区
は
商
業
地
域
で
は
な
い
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

さまざまな都市機能が集まる古町地区

　
　

こ
の
ま
ち
の
本
来
の
姿
を
省
み
る

と
、
商
業
の
他
、
業
務
、
居
住
、
観
光

な
ど
多
様
な
都
市
機
能
を
回
帰
さ
せ
る

新
た
な
方
向
性
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

文
化
型
産
業
へ
の
支
援
・
育
成
と

 

家
族
農
業
へ
の
支
援

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

地
元
密
着
型
の
衣
食
住
関
連
産
業

を
担
う
中
小
零
細
企
業
は
、
地
域
循
環

型
経
済
に
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
産

業
は
地
域
特
性
を
基
礎
と
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
発
展
し
て
き
た

文
化
型
産
業
で
あ
り
、
地
域
振
興
を
図

る
た
め
に
も
支
援
・
育
成
す
べ
き
で
は
。

　
　

地
域
文
化
や
伝
統
に
根
差
し
た
製

品
づ
く
り
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
中
小

企
業
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
循

環
や
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　

家
族
農
業
や
親
元
就
農
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
地
域
環
境

を
含
む
景
観
維
持
に
貢
献
し
、
栽
培
技

術
の
継
承
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
他
の

業
種
に
は
な
い
特
色
が
あ
る
。
本
市
の

農
業
政
策
に
、
家
族
農
業
へ
の
支
援
を

明
確
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

家
族
経
営
体
は
地
域
の
生
産
活
動

や
環
境
保
全
な
ど
農
村
地
域
を
守
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
農
機
具
導
入
支
援
な

ど
は
担
い
手
の
生
産
性
や
所
得
向
上
な

ど
の
取
り
組
み
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

安
倍
政
権
の
評
価
と

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の
現
状
・
課
題

加
藤　

大
弥

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

安
倍
首
相
は
９
条
の
改
悪
を
含
め

た
憲
法
改
正
を
宿
願
と
し
て
い
る
が
、

改
正
す
る
の
で
は
な
く
、
９
条
の
理
念

に
照
ら
し
て
、
膨
張
す
る
防
衛
予
算
や

防
衛
装
備
の
実
態
を
精
査
し
、
国
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
財
源
を

振
り
向
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

本
年
度
の
国
家
予
算
全
体
と
し
て

は
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
確
立
と
国

民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
取
り
組
む
内

容
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
社
会
保

障
の
充
実
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

 　
　

本
市
の
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
で

あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ

し
い
依
頼
会
員
と
手
伝
い
た
い
提
供
会

員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
も
の
で
、

う
ま
く
マ
ッ
チ
で
き
れ
ば
大
変
有
効
な

事
業
だ
が
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

●新潟市ファミリー・サポート・センター
　核家族化の進展や、近所付き
合いが希薄になるなど、親類や
地域での助け合いが難しくな
る中、地域社会で子育てを支え
ようと開設された組織。子育て
に関する援助を受けたい人と援
助を行いたい人がそれぞれ会員
登録し、同センターのアドバイ
ザーが依頼会員のニーズに応じ
て提供会員を紹介している。

　
　

依
頼
会
員
に
比
べ
提
供
会
員
が
少

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
広
く
周
知

を
行
い
、
提
供
会
員
の
確
保
に
努
め
る

な
ど
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

財
政
予
測
計
画
の
策
定
と

　

公
共
工
事
の
施
工
時
期
な
ど
の
平
準
化

小
山　

進
（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

財
政
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
や

そ
の
時
々
の
事
象
を
漏
れ
な
く
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
市
民
に
本
市
の
真

実
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
る
。
そ
れ
ら
を
網
羅
し
、
財
務
分
析

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
財
政
予
測

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

新
た
な
財
政
見
通
し
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
指
標
を

分
析
の
上
、
本
市
の
財
政
状
況
の
課
題

が
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

 　
　

公
共
工
事
の
施
工
時
期
な
ど
の
平

準
化
に
つ
い
て
、
本
市
は
国
の
求
め
に

応
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
関

係
団
体
の
中
に
は
、
本
市
の
取
り
組
み

が
十
分
で
は
な
い
と
し
て
改
善
を
求
め

る
声
も
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

今
後
も
繰
越
明
許
費
や
債
務
負
担

行
為
の
設
定
を
引
き
続
き
積
極
的
に
活

用
し
、
工
事
の
発
注
や
施
工
時
期
の
平

準
化
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

●繰越明許費
　歳出予算の経費の
うち、その性質上ま
たは予算成立後の事
由により、年度内に
その支出が終わらな
い見込みのあるもの
について、翌年度に
繰り越して使用でき
る経費。

公
設
介
護
保
険
施
設
の

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
の
見
直
し

志
田　

常
佳

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
設
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る

中
、
監
査
委
員
か
ら
、
運
営
者
の
指
定

管
理
者
に
は
施
設
の
長
寿
命
化
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
に
く
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
併
せ
て
施
設
を
売

却
し
所
有
と
経
営
を
一
体
化
す
る
、
あ

る
い
は
施
設
改
修
に
市
が
責
任
を
持
つ

な
ど
の
制
度
見
直
し
の
方
向
性
も
示
さ

れ
て
い
る
。
公
設
介
護
保
険
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
の
基
本
的
考

え
方
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
見

直
し
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

公
設
介
護
保
険
施
設
は
、
民
間
事

業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、

民
設
へ
の
移
行
を
基
本
に
見
直
し
を
行

う
。
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
、
民
間
事
業
者
と

の
競
合
に
よ
る
経
営
悪
化
や
地
域
の
実

情
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
設
へ
の

移
行
を
軸
に
、
事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
早
期
に
調
整
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
の
現
状
に
対
す
る
認
識
と

 

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

青
木　

学

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

本
市
は
長
年
に
わ
た
り
男
女
共
同

参
画
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
が
、

性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
本
市
の
掲

げ
る
目
標
ま
で
改
善
が
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
女
性
活
躍
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
課
題
へ

の
対
応
を
含
め
実
質
的
な
男
女
共
同
参

画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

新
た
に
女
性
活
躍
な
ど
の
項
目
を

加
え
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
て
行
動
計
画
の
目
標
を
新
た
に

定
め
、
市
民
な
ど
と
の
協
働
の
下
、
引

き
続
き
積
極
的
な
推
進
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
後
を
絶

た
ず
、
誰
も
が
突
然
被
害
者
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
被
害
者
に
寄
り
添
い
、

支
え
合
う
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

本
市
は
ど
の
よ
う
に
支
援
を
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
そ
れ
に
特
化
し
た
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

本
年
度
制
定
し
た
犯
罪
被
害
者
等

支
援
要
綱
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
支
援

内
容
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。
条
例

制
定
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

●新潟市犯罪被害者等支援要綱
　犯罪被害者等基本法や新潟市犯罪
のない安心・安全なまちづくり条例
に基づき、本市における犯罪被害者
などの支援について必要な事項を定
めたもので、本年５月に施行された。
関係機関との連絡調整を図り、支援
に関する情報提供などを行うための
総合窓口の設置や、市が行う支援の
内容などについて定めている。

▼  

一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

月　日 会議名 会議の主な内容

５月21日 本会議
正副議長の選挙、常任委員および議会運営委員の
選任、一部事務組合議会議員の選挙、市長提出議
案の説明、人事案件に同意

５月22日 総務常任委員会 議案の審査、採決

５月23日 本会議 総務常任委員長による審査結果の報告、採決

月　日 会議名 会議の主な内容

６月13日 本会議 市長提出議案の説明、区選挙管理委員会委員およ
び補充員の選挙、人事案件に同意

６月14日 常任委員協議会 主要事業の説明（勉強会）

６月19日 本会議 特別委員会の設置、特別委員の選任
一般質問（４人）

６月20日
　～24日 本会議 一般質問（20人）

６月25日
　～28日 常任委員会 議案、諮問および陳情の審査、採決

７月１日 特別委員会 付議事項の調査・研究

７月３日 本会議 各常任委員長による審査結果の報告、討論、採決

５月臨時会の経過

６月定例会の経過

にいがた市議会だより 2令和元年（2019年）８月４日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html


